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相模湾西部の初島沖に深海底随測ステーションが咬圖されて６年が鰹過したが．本航海ではその成果を艢強し，ステーション周辺

の薦海梅底貔境( 特 に温度分布) が 辟発地震に伴ってどのように変動しているかを知るために. 長期計測型の地中温度針をステーショ

ン周辺に２個霖戳した．また，相峡湾中央北郎のCBBII siteに海底地震計を設覦した．さらに，棚橋湾北部の断層崖に沿う相模梅丘南

西麓におけるシロウリガイ群集の観察とサンプりングを行い. 穢 黄同位体組成の研究に供した．また, 深梅底覿測ステーショ冫北方の

シロウリガイ群集の方向性を覿察し.巨 大な峡谷を発見した.扉集のゾーンが陸上の括黼嚶と同方向の共後住を示すことを見いだした．

本傾き では各潜航の概要を報告する．

キーワード：相模湾，シロウリガイ群集，温度測定装霞，初島沖深海底観察ステーション．海底地震計．硫黄同位体組成，活断層
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1. は じ めに

相模湾西留の初島狆に深潟庭 靦測 ステーショ ンが設・

されて以来６年が経過し，周辺の「しんかい2000 」及 び

「ドルフィン3K 亅 な どによる 調査を併せて ，多く の成耒

が碍られている．丁９９７年の舂に引 き綾 いて.1998 年la

月にNT9S-12  Leg  1にお い て「しんかい2000 」で の物 理，

化学．生勧，地質及 びテクトニ ックな 課溷 を持つ総合的

翻査が行われた機会に，故 障により デー タ取得不 能と

なったステーションの地中温度計に代わる 長期 計測型の

地中温度計を設置した連破 観測 可能な 装饐を設 置する こ

とにし ，今回，ステーショ ン近傍の シロウリガイ群集中

央部に 股震し た．さらに．今総合調査では ．相膜胯中 央

北部のｏＢＢＩxsid こ海底地震計を設置する試みも行った．

また. 相 模繭北部の断層雌に沿 う相模梅丘 南西における

調査も併せて行われた. 本 報昏では 各潜航 の概 要を 報告

する．各潜航にもとづく研究成果については ．それぞれ

の研究者からの報告を参照されたい. な お, 本 論文は, 潜

鯤者のオンボードレ ポートを基準とした．

2. 調査海域

調査した海域は, 相模湾中央北部の相模海丘南西の海

域(2M10417){ 図1-SI 伊ｍｉＫ飢oll}.相模両西部伊東市東

方沖約ｎｋｍの初島i申南方約6km. 水探約1200m 付近の

｢初島沖探海底総合靫測ステーション｣地点を中心とする

図 １ 躙 査 海域 図
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海域(2K 到048,1049,1051)( 図1- Station Sitｅ)，及び相模

湾中央部の相模海底谷右岸地峨( ２Ｋ涓050)(図1･ＯＢＢ[l

silc]の３海域である．それぞれの潜航コースを図2. 図

３及び図４に示す．また．各潜航の概要は表ｌに示した．

各潜航の目的及び 主たる結果は以下の通りである．

３. 潜航結果の概要

３.1　181047 潜航

（潜航者：牧鷂之助．擁縦士：大野芳生，剔操縦士：

柚木博文）

3.1.1　日　 的

プレート収束峨に生息するハ オリムシ（チューブワー

ム）やシロウリガイ類を中心とする化学合成生物群集は．

基本的に暄化水素やメタンに倣存した生活を送っている．

すな わち. ハオリムシやシロウリガイ の軟組織（栄養休，

鰓）には硫黄酸化細菌が共生しており，エネルギー源は

共生細菌による炭酸同iﾋ の結果としての有機物である．

従来の調査研究から，硫黄酸化細薗の共生する組織には

多ｌ の単体イオウが蓄積するが. その蓄積砥は生勧毬や

採集鮑によって数10S からほとんど0 ％まで，大きく変

動することが知られている．また.同一生物であっても，

鰓．足，外套膜，筋肉などの級織によって硫此同位体組

成が大きく異なっていることが明らかになった（Miｚｏla

図２ 相 模 誨 丘に お け る 第1047 潜 航 鷸 蚌 図

Fig. 2 1ndeｘmaps110 ｓ･ing. sites of dive 1047.
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図 ３ 初 島 沖 にお け る ３ 潜航( 第1 叫l,1649,1051 紺航)

の 航 跡 図． 群集 騨 に 仮の 名称 を 与え た

Fi＆3 Dive 皿cksofUIreediv ｅs(1( μ8 、1049､1051) ａtlhe

Off  Haisushima  area, Tentative names ｏｆａ)10ny ａｉｅａｓ

ｓcgl 卜n.

図４ 相模トラフ巾央部における第1(玖)潜航航跡図

Pig. 4 1ndex map shoｗinμit60fdive 1050.

137

JAMSTEC  J. De･p s９０ Ｒ･IS  <1999)



表 １　 潜 航 一 叉裏

Tabic  I Diｖclistｏr'S汕 如j2 ㈲ｒmiss ｉｏｎａ【S 昭amilky. ０ｃｌＱｋr 1998.

and Maki, 】998: 牧 ・ 綢田 ，1997}. こ の 原 因は これ

らの生物が. 硫 黄源として冷湧水中 の非常に輕い硫 化水

素と海水中の重い鉞酸イオンを同 時に利用し てお り，組

識によって含硫アミノ酸や酸性ムコ多餡な ど破 黄を含 む

有機物組成が異なっているためと推察される．

そこで，本研究では．共生細 菌を 持つ生物の依 存し て

いる冷水中の硫化水素. 組織 ごとの有樶態イオウの同位

休組成を比破する ことによ って．冷水中 の硫1 匕水 素に始

まり．共生ないし食物連鎖を遇し て冷水孔 生物群中を 輿

く化学エ ネルギーの流れを解明することにした.

3.1.2 方 法

冷湧水に含まれる硫化水素は 比鮫的鰹い硫黄同位体練

成( ∂S34 ＝,40 ～0 パ ーミ ル) で あるのに対して．海水

中の硫敵イオ ンの 岡位 体粗成は 均 一でずっと 重い{6

s34 ＝・20 パ ー ミル} ．したがって．群集桐 成生物の軟緝

隲の硫黄同 位体組成は. 硫 黄源とし ての硫化水逾依 存性

(食 物逹頌を通し ての1司接的あるいは 硫1ﾋ 水 素のia 接 同

化) (Mia・,ａ and Ｍａｋｉ,1999) が 大 きい ものほ ど破 黄同

筐体組成は 軽くなる. と 推察できる．このことによっ て，

暁黄酸化細菌宿主生物の硫化水素依rj 度( すな わち 硫化

水素を始点とする 化学エ ネル ギーへの依 存度 ，さら に砲

主生物の硫 黄代膓) を 推定できる．

具体的には. 冷 水に含まれる硫化水素と底泥 の硫此岡

僅体組成，及び硫黄酸化繝菌共生生勧の軟体霪組織 ．器

官ごとの硫 黄同 位体組成を比較検討した．硫 化水素及び

底捉巾 の硫化物は ．酸性にして追い出し．硫化カ ドミウ

ムとした後．遇酸化水素で硫酸イオンとした．二枚貝及

びハオリムシな どは組織毎に分けた後. 高 圧燃焼 装置に

よって硫酸 イオンとした. 硫 酸イオンは 硫酸バリウ ムと

して回収し．賃借分析黔によ って礎黄同 位体組成を 測定

した，

3.1.3　潜航概要と結果

深度1,393m でシロウリガイ群集を発見した．群襲の

大きさは比較的小さく．周囲よりもやや凹んだ部分に二

枚貝が集まってrlを聞いているのが観察できた. 群集全

体が眤に理まっているという印象であった. 初島沖での

シロウリガイ扉集の朋合とかなり状態が追っていた．-一

見したところシロウリガイではないと思ったが.揄収後.

j濔

船内ラポで覡察したところシロウリガイに間趣いないと

判断された．しかし，初心沖のものに比べて殼高が大き

く．褐色の尅被にしっかりとおおわれていた（底眤に埋

まるような格好であるために機械的な力から 保漫されて

いるためとも考えられる）．（この旧航で採収されたシロ

ウリガイは．その後．東京大串海祥研究所の小島 茂明助

歓授によってミトコンドリアＤＮＡの塩基配列を検討が

行われ. その鮎果, Ｑり芦ｑｓａ匈癶ａｅであると同定され

た）．

ここを地点Ａとして，二枚貝・底眤・コアをセットと

して採集した．底泥は非常に柔らかく．コアは筒単に押

し込むことができた．初島沖の場合とは 翼なり，群集の

下に砂質の硬い部分は認められな かった．また底貿表而

は明るい褐色であったが, 深郎はほとんど真っ黒であっ

た.（しかし楊収後.なつしま船内のラボでの処理作業の

吻には, 色の黒い割には硫化水素臭は弱かった. ）採集後

北東に進路を取り，£i!に向かった．

急遑を観認後進路を11j朿に収り,崖に治って航走した．

底貿の状態はあまり変化なかった. 崖には地麪の突出部

がかなりはっきり認めることができた. ハオリムシは地

層の断面部の屆と層の|司に足を伸ばしているように見え．

噺面部にはヤギな どのほか白色のこぶし大の生物がたく

さん付若していた．

深度j,382m でハオリムシを袒認し，一個体を採取し

た．探度1,387m でハオリムシを数詞体採取し．ここを

Ｂ地点とした．岡圃には款個体ずつハオリムシが観察で

きた． 比較的細く，カールしたハオリムシ（ラー メン

チューブワーム？）も観察された．こぶし大の大型の巻

き貝のほか，小型のシンカイヒバリガイ も観察できた．

ハオリムシ採取地点から数ｍ離れた地点のシロウリガイ

群象から，貝，底泥，コアを採喩した．シロウリガイ群

梨はあちこちに点在しており．垣の方向に連な って 存在

するように思われた．

採集作薬終了後.10 数ｍ.IJi･し．さらに崖に沿って観

察を絞けた.深慶j,377mｲ1 近でもシロウIJ ガイ群集を認

めた．ハオリムシ．シロウリガイ．その・ の付着生勧相

が比鮫的 豊かな 一一帯と，クモヒトデばかりが広がってい

る地帯とが交互に戞界に 入ってきた．

ＪＡＭＳＴＥＣ Ｊ．Ｄ･ｅｐ Sea Ｒ斡..15 （19的 ）



3.1.4 今後の課題

ｌ）冷水起源の硫化水素が．冷水湧出福生勧群集全体

の硫黄・として，海水起源の硫酸イオンに対して．どの

程度寄与しているかを評価すること．２）然水・冷水湧

出帯ばかりでなく，硫化水素のlll用できる水環境につい

て，硫化水素依存度を評価すること．３）熱水噴出城生

物群集の生産者として重憂な硫黄酸化細菌マットを出兄

点とする食物捌の大筋を，榊成生物問の安定硫黄同位体

繪成の違いから推定すること．

3.2 第1048 潜航

(潜航者：高木善弘，操縦士：千葉和農．副繰縦士：

千田要介)

3.2.1　日　的

JAMSTEC は．本海域において継続的に探漉現嶋培鍵

を行っている．これまで に．石油分解細菌やパイ オサー

ファクタント生産菌の分離の成功など成果を挙げている．

本潜航の目的は.1993 年に2K#722 において設置した現

場培養鷦の回収を行うことである．また．そ の周辺に生

息しているシロウリガイやヨコエビの牋擾や無菌柱状採

泥を行うことにより．深海底に生恩する徹生物を総合的

に理解する．

３.2.２ 結果と考察

2Kj1722にお いて 設磑された現場培養瑟を回収したが．

その内 部の寒天培地は既に消失しており．寒天培地の長

期の設置は不可催であった．そこで．我々は既に相模湾

や駐河畸での現場培養での糧験を活かし培養器を新たに

設計．製作した．新しい培養器の改良点は．培養担体を

寒天からセラミックスなどの胴体担体に，さらに液体培

地も使用可能にし．袒体の流失を防ぐ．また．深海には

300 』度を越える権限詞岐が多敷存在し．そこにも徹生物

の存在が示されている．こういった高温環塊下でも現場

暗養を可能にするため容紹や培養扣体を高温に耐えられ

るように設肝し使111範囲を拡大した．これら．改良した

現棚培養器を1997 年５月から伊平俣海嶺に，1998 年91=l

からマヌス淘盆に設11 し．現在．現場培養Sllであり新た

な 成果が期待される．

また，ベント スの捕獲のためにプラスチック製のペイ

トト ラップを設置した．さらに，無|遠採泥を2 本行い, 良

好な 表到堆積物の採取に成功した．これらの試料は新規

有能微生初の探索な どの解析中である.

3.3 第ＩＱ４９潜航

（潜航者：岩瀬良一．操縦士：松本恵太．剛耀縦士：

光・ 激皀）

3.3.1　日　的

1997 年３月に引き続き.199S 年４及び5 月には伊豆半

励東方沖群発地震が発生した．それに伴って．初島艮期

観測ステーションでは．地滑りによると思われる泥流が

観測された．本消航では．ステーション岡辺の深海底環

塊（特に温度分布）が群発地躪に伴って．どのように変

動しているかについて調査する．また．故陣によりデー

タ取得不能となったステーションの地巾温度計に代わる

長期計測型の地中温度計を股置する．

3.3.2 結 果

初島沖ステーションより200m 痢のシロウリガイ群集

に長期記録型の海底温度lt測装諞を設置した. 長期記緑

型地中温哄計の２本のセンサ鄒の内，１本をシロウリガ

イ群集の中に．もう1 本を20m 程度霞れたシロウリガイ

群集外に餃圀した．また，上記地点及びステーション南

方の３ヵ所．册４ヵ所において．ペイロード搭較の地中

温度計を用いて温度計測を各 】0分間ずつ突施した( 図

5). ステーションの南画西約100Qｓの計例点では．温度

計のセンサが半分ほどしか刺さらなかった．さらに，ス

テーションの南約s00 ｓの肝測点から前記計測点に至る

闘は. 西爾西方向に走向をもつ北傾斜の急斜面が観察さ

れた．また．その途中にはおおよそ東西方向の塵が見ら

れた.航走中はペイロードに搭職したｃｎ)センサにより

ＣＴＤ及び透過度を測定した. 得られたデータは現在解析

申である．

3.４ 第1050 溜航

（治航者：金沢敏彦．操縦士：千蓁和宏，剛操縦士：

千田要介）

3.4.1　日　的

本潜航の目的は．圖発中の広襤域型海底地震計（観測

擶域360 杪･0.03秒）をＯＢＢＩＩ付近の海峨に霞皿し，そ

の性能を評価することにある．設置海峨として本地峨を

選定した理由は．２つある:l ）本海域では群発地震活動

が頻発している.2 ）本海峨では311大地震研究所が以前設

置している伊東沖海底ヶ－プル式地霞計がある）.頻発し

ている膺発地震を，海庇ヶ－ブル式地震計と広帝域型海

庭地震計によって観測することで. 広帯域型海庭地震計

の性能評価のための基礎データを容易に取碍することが

できる．最終的には．広帯域型海底地震計を 各地の海底

に設置することにより，海底地震観測甬を構築する．さ

らに，今回詮齦する地震ltを活用することによって，伊

東沖でしばしば発生する低岡渡地震を観測し．その成因

を探ることも目的のひとつである．地震11を設置後は，

稜状採泥を行う．試料鎹晧の目的は．マイクロファプ

りツク観察による表層堆積物の圧密研究のためである.

3.４.2 結 果

3.4.2.1　広帯域海底地鯛叶設置

広帯峨海底地震計は. ケーブルで相互接続されたチタ

ン鰍（直径50cm ）2個で捐成されている．広襤城地震セ

ンサーにチタン球１叨．デジタルレコーダー．電池，超

音破通誂装置に他の１個を使用している．齒底とのカッ

プリングや潜水艇による移動な どを考慮して．２個のチ

タン球はフレームに固定されておらず，リジッドでない

機器である．

このような地震針を．今回新しい方法によって安全に

ＪＡＭＳＴＥＣＪ．Ｄ･叩Sle R ・s..ISg1999 ）
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図 ５ 第1049 潜 航 に お け る 地中 温 度lt の 記 録の･･･例

Fig. 5 Rxamplc  of gcotficrmoi･ｎｅｔrrｌαwddgi 哈diyc1049.

海底に着底させ，設置することに成功した．まず．自由

落下方式で海裏から海底に安全に貔底させる．その鏡．

潜水艇のマニピュレータで運搬し所定の位 置に段圜す

る．最後に，トリガーをひくことによって位翦決めのた

めのピンガー．浮力豺，ロープ．吊り枠な どを地震計か

ら切り膕すという手順で設置作業を行った．そのあと．

潜水艇と梅底地鵬計関で超音波通信を行い, シンバル姿

勢制御を行った.その際シンバル制御作業完了の酒知が

得られなかったため母船上からもシンバル姿勢制御を

行ったが, 結局NT98-12 航海中はシンバル姿勢制御が完

全に行われたという確肥をすることはできなかった．こ

のため, 東京大学大学院理学系研究科限属臨海実験所の

臨海丸を使用して. 超音岐通信によるシンバル制御．時

刻校正等を再度行った･ 1998 年12 月に庸船により広襦

耀地震計を回収し閥封したところ，シンバル機枷が機械

的あるいは廠子的にﾉ丶ングアッブしていることが分かっ

た. バングアップの原因については英国グラルプ社で調

べている段階である．紀録部は正常動作していたが，セ

ンサーが傾いた状態での記録であったため,斛祈すぺき

地震記録は得られなかった．

今回の篇型広帯域型海底地震計は. 梅底とのカップリ

ングに関係する堆禎勧中へのチタン球の沈み込みぐあい

など貔底姿勢は非常に良好であった.その地震記録には

大いに期待していただけにシンバルの故障は残念であっ

たが.第1050潜航による広帯峨型海底地震計の設置作業

の成功は, 今後海庭での広帯峨地震観測を進めていく上

での皿要な一歩を印した．

3.４.2.2 柱状探泥

柱状採泥はMBARJ 型採泥器が使用され、削050C･1 及

びＣ･2の２試科が採取された（採取地点は図４参照）。両

者は．略緑色～略褐色の泥貿堆積匏である（図6 ）.Ｃ-1

1まコア長30cm で．頂部より4crｌ 付近まで スープ状であ

り,それより下部にある程度しまった堆積物が見られる．

堆積物は全体的に生物擾乱を受けており．堆積梢造は見

られない．埋没深度10cm にlc・ 長の細長いゴカイのよ

うな生物が，17cm に0.５ｃｍ径の二枚貝が観察された．ま

た．埋没深度19cm,  21cm 及び27cm に0.３ｃｍ径の累色の

変色パッチが観察された. Ｃ,2は．コア長33cm であり，

12～16cm と24cm 付近に液状化した部分がある．堆積物

は全体的に生物擾乱を受けており．堆積構造は見られな

い．これらの試料は以下の手順で処理した．まず，採泥

器を分解した後に，堆積物を半割したプラスチック裂パ

イプにラップをかぶせたものの上に出す．次に，堆積物

を市販の厚さ0.03m 。のステ ンレス製の板で 半割する．

記載及び写翼撮影の後，半割した一方は．物性値及び磁

化特性の測定のためにプラスチック裂キューブ（7cl．3.

２ｃｍ強の立力体キューブ）で連続的に試料を採取する．

キューブ試料孫取後，堆袖物を徴化石研究用試料として

２ｃｍごとにサンプル袋に採取する．半割したもう一方の

堆積勧は．半割したパイプに入れ，･乾燥しないようにさ

らにラップで覆い,マイクロ ファブリック研究用とする．



図6 第1050 潜航における柱松螺屁献料{2Kｓ1050･Ｃ-001.Ｃ-002}

Fi合.6 Cole slelches of2K*l050-C-00l. and 002.

3.５ 第1051 潜航

(潜航者:小川勇二郎.操縦士:大野芳生,捌操縦士:

植木11文)

3.5.1　日　的

前年の第947 治航で確認出来た．シロウリガイ群集の

定方向性を確尖なものとし．さらにより多くの簡所での

喫察と測定を行う．従泉知られていなかった地域からも

データを取ることを目的とした．

3.5.2 桔 果

ステーションから北方にかけて走行し．多くのシロウ

リガイ 群集の定力向性を確認した．また．いわゆる3K 群

集の北側に2K （1しんかい2000 ））によって 発見されて

いた今回2K 雌集と命名した大規模な醪集を確認し，そ

の北鬩に 西北西にSIIびる大峡谷を発見した.そのjiUこは．

ことが分かった．この大峡谷の力向は，陸上の宇佐見断

層の延li に相当し，ステーションから 北方に沖びる．昨

集群が.j1 那|皈層と同方向をとる，いわゆる活断層に沿

うもの（西相模湾断裂）であること．それらが共役をな

す断層系であることが分かった．また．こ の大映ti の埋

には 石灰質セ メントの礫岩が何枚も咄出してい た｛図

7｝．

シロウリガイ群集は纂940 潜航で 見られたように． ，-

力向が･;!越する場合と．共役をなす２方向が嘔越し．そ

れが．菱形状の形態をとる嶋令｛図8 ｝がある．卓越する

力向は. 図9 のように. ほぽＮＷ，NE ，Ｎ･Sの３方向あり，

前回 の第910 潮航と．頻1剽ま鍵なるものの．ほぽ同様の

結果となｰ）た．これらは．卜.記の活断哨系と．それによ

るI」一デルシアの 一部と考えら11るが，I伴しい意義につ

いては現在解析中である．

ＪＡ ＭＳＩＥＣ Ｊ．Ｄｅｅｐ Ｓ叩 Ｒｌs..15c11 ｓ11

図 ７ 第la51 梠 航 に お け る 炭 酸 塩 ゴ ン グIJ － シ ョ ン の 産 状 （ 上 ）

及 び シ ロ ウ リ ガ イ 俳 集 の 雁 ｎ 状 の 疸 状C 下 ｝

Fig アOIcIIr ｉｌｎｃｇ ｏr㎝ 恥ｌｌｌｅｃｏＭrｃtien（abQv ｃ）.l・d en ecklQ ●

eccu 叮clccofC 吟 声 ㎎ｆｓ Ｑｅrｌｓuli り11klow 】ai  dive  10:>I

閥８ 第1051 潜航 にお け る シロり り が で群 集と ハ オり ム シの 哽

伏

|.'ig S{kc･lrienceorc'412j9･I･ljglllnl ｕIlilywilhluｋw り｢lnsal

dive  1051

1刳



図９ 第IC51 汨毓 で観察されたシロウリガイ群集の配列のロー

ズダイアグラム

Fig. 9 RescdilgjlmgflkdireeliolefCaOlp 匈Ｆｊｓ伺nnunilies

obeficd ll dive 】051.

3.5.2.2 岩石試科採取

２ヵ所で火lj｣岩の試料(2KSR-001,2) をサンプリングし

たほか．大峡谷の塵から石灰質セメントの礫岩の一部を

サンプリングして．研究用試料とした(２ＫＩＲ･003)(図

10).この試料は石灰賀セメント安山岩質礫岩というべき

ものであるが．商マグネシウム方解石の脈( 図10) が形

成されており．現在その同ｲを体測定等を行っている．

閃10 第1051 潜 航 で 採集 さ れ た 炭 酸 塩 コ ン クリ ー ショ ン の 切 断

面 の 写 真。 石灰 質 郎 分 は試 料 の 縁 で 密 であ る 。 また ，石

灰 質 脈 に 注 意

Fi＆10 Sample photos 0r2K 削051･R4 〕03.N011celhalcarbonale 劬 ，

mcnt  is dense in the rim parts, and卯nlcvcins ａr℃r℃co宕nized.

① 初島沖深海観察ステーション近傍のシロウリガイ群集

内 部に｜ 儁，や や離れ た群集 の外劃に１飼，それ ぞれ長

期温虞 計を設 置した。それらは ，｜年 半鏡に 回収 される

予定 であ る。

② 相模湾中 火 部のＯＢＢＩＩsitｅに 加底地震針を 殿置し 。観

胴|を 行 った。

③ 相模 湾東部 の相模洶｢i の 麓を中心に｡ シ ロウリガ イ群

甕を覿察 し。サ ンプリ ングを 行い 。硫 黄同位 体組成 のた

めの試料 とし た。

④ ステー ショ ン近傍にしかけた 生物試料ト ラップを 回収

した。

⑤ ステーションから北方にかけてのシ。ウ イリガ イ及び

ハ オリ ムシ群災 の分布と方向性を 躙査し｡ そ のゾー ンが

陸 上の活 断層(Ｎ-S ， ＮＷ･SE) に ‥一哉することを 見い だし

た。

3-5.2-3　柱状採泥

本潜航によって. ●1051c-00】,ｃ-002及びｃ,003の３献

11が採取された｛図II ｝（詳細な採取地点は図3 参鬯９．３

者は．いずれも略緑灰色の泥貿垠私物である。ｃ-|はコ

ア長14cm で，上部７ｃｍまでがスープ状であり．それよ

り ﾄ 部゙にある程度しまった堆禎物が見られる，埋没探度

７ｃｍから12cm には. ほとんどゴカイの棲管からなってい

る部分がある．また.８ｃｍ.12cm 及びj3em 付近には．照

色の親指大のパッチ状の領域が見られる。ｃ･2はコア長

]6cn≫で. ，|:部10cm までがスープ状であり．それより１

部にある程度しまった堆積物が見られる。Ｃ･3はコア長

Hem で.1 二部ﾌc。までがスープ狄であり．それより下部

にある程度しまった堆積物が見られる．また．堆植物中

には親指人の黒色のバ･．チ状の領域が見られる（図1 ））.

試料はｙr 割したブラスチック鯉のパイプにラップをか

ぶせたものの|･.にjllした後.それをさらにラップで覆い．

研究ｉ に持ち帰った．本試料は現代解析巾である．

４. まとめ

Ｎ'1゙ )８-121.Cgj肌海では次の作業及び観察を卜 い｡以IJ

のような,成果が均らｔlだ｡

1４２

7. あとがき

今H.  5 潜航という限られた回数ではあったが．この

函峨での今1'|的 駟|題に焦点を絞り，従粢からの研究方法

を受け継ぎ. 発展させる磚究を1･rうことが出来た.特に，

各豬哇器をjllいた研究. 生勧群の硫黄|司位体組成を知る

ための試料の採集な どを行うことができたのは. 大きな

成果であ った．今後はそれぞtlの,は1:1やデータの解析に

よｰ,て．| 一分な検,i･Sを加えたい．

JAMSTEC  J. 0≪･ｐ Ｓ●ａ Ｒ●ｓ．．１５（|咽9 ）



図11 第1051 潜 航における柱状採泥試料(2K 霖1050･Ｃ･〔X〕1，

002 ， 及び003)

Fig. 11 Ccrｅskelcbesof2Kg1051･ Ｃ-001.04)2.and皿3.
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